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• 8月は、２つの調査で合わせて全17目45科53種が確認されました（表２）。
うち11種が今季、新たに報告されました。主にバッタ類やチョウ類などで新
たな報告が多かったです（表３）。

• 分類群別で最も報告が多かったのは、合計５１件の昆虫類でした（表３） 。次
いで鳥類の報告が18件ありました（表４） 。
真夏となり、鳥類の食物となる昆虫やクモなどが増え、鳥の姿が目立ったの
ではないでしょうか。

調査の目的
個人宅の庭を訪れる生きものを定点で観察し、そのデータを収集することで、生物多様性の現状把握と保全・回復のための施策立案の基
礎データとして活用すること。

調査の概要 お庭の特徴
• 調査期間： 2026年8月１日～3１日
• 調査員登録数：10３件（2026年９月1１日時点）

• ほとんどの庭は１階の地表面にあるものでした。
• 樹木、鉢植え、花壇などがある庭が多かったです。

表１ 都道府県別調査員登録数

図１ 年代別調査員登録数

• 調査庭数： ８庭
• 報告件数： ８６件

図２ お庭の種類
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図３ お庭にある植物

結果概要

写真 アゲハ（幼虫）
調査員 提供

写真 アブラゼミの羽化
調査員 提供
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お庭の生きもの調査調査結果

• 全1７目4５科５３種が確認されました。（表２）
• 分類群単位では、昆虫類の種数が３２種と最も多く（表３） 、 次いで鳥類の８種が多

かったです（表４） 。
• 種別では、鳥類ではヒヨドリの報告が4件で最も多く（表４）、昆虫類ではヤマトシジミの

報告4件が最も多かったです（表３）。

結果概要
• 調査期間： 2026年8月１日～31日
• 調査庭数： 10庭
• 報告件数： 85件

調査の概要

表２ 各分類群の報告種数 表３ 昆虫類の種一覧と報告件数

表４ 鳥類の種一覧の報告件数

写真 サトクダマキモドキ
調査員提供

写真 イチモンジセセリ
調査員提供
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※ 網掛け（緑色） … 2026 年度初確認の種
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はじめてのお庭の生きもの調査調査結果

• ８月は、クモの仲間を見たという報告が３庭全てからありました。
• 次いで2庭で見られたのは、スズメ、白いチョウ、黄色いアゲハチョウ、ミツバチ・ハナバ

チ、アリ、オンブバッタ、カマキリ、トンボ、カタツムリ・ナメクジでした。
• なお、7月にクマゼミが確認されましたが、今回の本調査ではセミ類の記録がありません

でした。

結果概要
• 調査期間： 2026年8月１日～31日
• 調査庭数： 3庭
• 報告件数： 3件

調査の概要

図4 はじめてのお庭の生きもの調査 各調査項目の報告内訳

写真 オオカマキリ
調査員提供

写真 ツマグロヒョウモン（蛹）
調査員提供

（図４）
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